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体を左右に揺らしながら 
坂道をテクテク下りていく 
恐竜の「ザウルスくん」 
 
今日のみなさん 
どんな科学を見つけてくれるかな 
 



  

テクテクザウルスの 
最も大事な部品「脚」 

 
穴と脚の裏の加工の出来で 

歩き方が決まります 
 



  

てくてく歩ける「ミソ」のバランサー 
針金に組み立てて準備してくれています 

キレイ！！！ 
これは楽しいでしょうね 

 



  

体験塾の開始前の一コマ 
 
サンプルを手に 
早くも「カガク」のセカイに 



  

体験塾が始まりました 
 
まずは主任の 
「歩く原理」の一つ目 
脚の形のヒミツのご披露 
 



  

１班では 
アシスタントが口火を切って・・・ 
 
バランサーの位置が大切だよ 



  

２班は 
 
曲がって歩いている・・・ 
真直ぐに歩くにはどうするかな 
 



  

 
３班です 

さあ 
みんなで歩いている時の 

脚の動きを 
観察しましょう 

 



  

４班では 
 

４本の脚の動きが大切 
ちゃんと 

ぶらぶらしているかな？ 
 



  

重心が 
両足の間にあると倒れない 

のデス 
 

では 
バランサーの役割は 

何だと思う？ 
 



  

待ちに待った 
工作が始まります 
 
部品はそれぞれセットしているので 
員数違いもないですね 
 



テキストの写真を見て 
あっという間に 

組み立ててしまいました 
組み立てる順番も完璧！！！ 

 



そうそう 
ゴムブッシュは入れにくいのです 

隣でお母さんが心配そう 
 

でもちゃんと「切り口」を押してています 
心配ご無用ですよ！ 

 



  

ボディーが組立ちました 
早速歩かせてみます 

 
やった 

みんな歩いた！！！ 
 



 
  

「ザウルスくん」の体に 
デコしています 
これがまた楽しいのですね 
 



  

彼は 
デコそっちのけで 
歩きに拘っています 
 
どうにも 
気に入らない様子デス 
 



  
バランサーの位置を 

スケールで揃えています 
 

さて 
歩きはどうなったかな？ 

 



  

こちらの班では・・・ 
 
デコが済んでも 
歩きが気になるみたい 
 
ぼくのは 
曲がるなあ 
 



  

歩きを確認したら 
ザウルスくんを取りつけます 
 
さあ 
同じように歩くでしょうか 
 



  

私の 
どうしても右に曲がってしまう 
なぜ？ 
バランサーを調節してもダメ 
 
お父さんもなぜかと思案中 
 
「脚を左右で入れ替えてみてはどうでしょう」 
とお父さんに 余計なことを・・・ 
 



  

僕の 
やっと歩けるようになった！ 
 
何が悪かったかって？ 
右の前足の動きが悪かったの 
取り替えてもらった 
 



  

「バランサーを根本にしてみたよ 
ちゃんと歩くよ」 
 
先の方にあるのと 
何が違った？ 
それはなぜ？ 
 
・・・しっかり答えてくれました！！！ 
 



  

バランサーを外してみた子が・・・ 
これでも歩きました 
 
バランサーの役割って何？ 
 
このあと 
ボディーに重りを載せてみてました 
歩きにくそうでした 
 



 
  

支点と重心の実験 
「やじろべえ」が水平になっています 
 
これ 
歩きとどう関係するの？ 
とスライドを見る子が・・・ 
 



 
  

どうやっても 
右に曲がってしまうザウルスくん 
 
お父さんが足を入れ替えても 
真直ぐに歩かなかったそうです 
 
脚を交換したらこの通り 
脚の長さが違っていたそうです 
お父さんの面目躍如！！！ 
 
このテーマ、加工精度がキモ 
「木だから精度は上がらない」なとど言わず・・・ 
 



 

それぞれの班で 
「オキテ破り」始めてました 
 
みんな 
カガクやってくれてるゥ！！！ 
どうなったか教えて欲しかったなあ 
 


